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 システム適用にあたって
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背景、目的 １

積雪寒冷地では、

特にスパイクタイヤの使用規制以降、非常にすべりやすい
凍結路面が頻繁に出現

交通渋滞や事故の要因
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背景、目的 ２

その対策として、
凍結防止剤や防滑材の散布を本格的に実施

維持管理コストの増大、環境への負荷が懸念

道路管理延長が増加し、除雪事業費の伸びが期待さ
れない状況では、効率的・効果的な散布実施を支援す
る技術が必要 4

背景、目的 ３

凍結防止剤の詳細な散布情報（散布位置、散布量、散布
時刻、等）を、適切かつ効率的に管理する手法

寒地土木研究所では・・・・

ＧＰＳを活用した、凍結防止剤散布車散布情報
収集・管理システムを開発
（除雪機械の位置・作業情報を収集・蓄積する基幹システム
上で機能する）
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散布情報収集・管理システムの概要 １

適切な材料
・凍結防止剤

（塩ナト、塩カル）
・防滑材

（砂、砕石）

適切な散布量
・凍結防止剤

5～40g/㎡
・防滑材

10～300g/㎡

気象条件

路面状況

凍結防止剤の散布作業

適切な散布位置
・路線、KP
・連続、スポット

散布情報収集・管理システムに
より、日報作成に必要な情報
（散布位置、散布量等）を自動
で収集管理が可能

散布情報の管理は、
散布日報に手作業で入力
→ 大きな負担
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散布情報収集・管理システムの概要 ２

  

GPS アンテナ

車両機器構成

GPS衛星

WEBサーバ

DBサーバ

基地局

サーバ機器

基幹システムの全体構成

7

車載端末作業センサ

道路管理者

FW

ルーター

凡例
：無線 ：インターネット
：専用回線 ：通信ケーブル 除雪工事請負業者

インターネット

散布情報収集・管理システムの概要 ３

散布幅

散布量

車載端末

操作パネル

散布
ＯＮ・ＯＦＦ

散布剤
砂類・塩類

散布量

水溶液
混合割合

散布方向

散布ＯＮ・ＯＦＦ、設定変更等の操作
の都度、データが送信される
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散布情報収集・管理システムの概要 ４

・作業状態を色分けで表示
・進行方向表示
・詳細情報を旗揚げ表示

作業履歴の確認画面

・稼働中の機械をリアルタイム表示
・作業状態を色分けで表示
・進行方向表示

除雪機械位置の確認画面

基幹システムの基本機能画面

一覧表で、現在稼働している機械の
詳細情報を表示

・作業履歴を作業時間毎に一覧表で表示
・ＣＳＶ形式でダウンロード可能

9

散布情報収集・管理システムの概要 ５

②

③

④

⑥

①

「①作業履歴の確認」の「②期間検索」で、③対象期間、④管轄、
⑤凍結防止剤散布車を指定して⑥検索すると、⑦対象データが
表示される

⑤

⑦
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散布情報収集・管理システムの概要 ６

① ②

①表示形式（作業軌跡、アニメーション）と②表示間隔（３０秒、
１分、５分、１０分）を指定し、③表示対象データを選択して④表
示すると

③

④
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散布情報収集・管理システムの概要 ７

地図上に、選択した①作業データの履歴が表示される

担当する路線の工区境まで作業を行って折り返し、上下線全
体を作業した状況が確認できる

①
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散布情報収集・管理システムの概要 ８

さらに、地図を拡大表示すると、①詳細な経路が表示される

矢印が進行方向を、色分けが作業内容（散布作業、回送中、
待機中）を表している

①
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（拡大図）

散布情報収集・管理システムの概要 ９

また、①一覧表示を選択すると

①
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散布情報収集・管理システムの概要 １０

①詳細な散布データの一覧が表示される
さらに、②ダウンロードすると

②

①
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散布情報収集・管理システムの概要 １１

①

①ＣＳＶ形式でデータを取得でき、散布日報作成等に活用するこ
とができる

①
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散布情報収集・管理システムの概要 １２

②

③

④

①

⑤

「①作業履歴の確認」の「②時点検索」で、③検索日時と管轄を
指定して検索すると、④対象データが表示される

さらに、⑤抽出条件（作業内容、⑥凍結防止剤散布車）を指定し
て⑦表示すると

⑦
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⑥

散布情報収集・管理システムの概要 １３

地図上に、指定したデータの①散布作業の状況が表示される
（稼働していた凍結防止剤散布車の位置・作業情報）

①
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散布情報収集・管理システムの概要 １４

②
③

①

「①散布履歴の確認」の「②散布量」で、③期間、管轄、散布剤の
種類を指定すると、④対象の散布量データが表示される
（管轄の変更により、事務所別、ＳＴ別、機械別の表示も可能）

④
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散布情報収集・管理システムの概要 １５

③

④

①

②

「①散布履歴の確認」の「②散布位置」で、③日付と管轄を指定
して検索すると、④対象の散布履歴データが表示される
さらに、⑤履歴データを選定して⑥表示すると

⑥

⑤
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散布情報収集・管理システムの概要 １６

地図上に、選定した履歴データの①詳細な散布情報が表示される
〇印が散布のＯＮ・ＯＦＦ箇所で、散布量は色分けで表示される

①
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（拡大図）

散布情報収集・管理システムの概要 １７

さらに、地図を拡大表示すると、①橋梁部に増量して連続散布し
た状況が確認できる
（水色は散布量２０～２９g/m2、緑色は３０～３９g/m2）

①

22

散布情報収集・管理システムの概要 １８

また、①交差点部手前にスポット散布した状況が確認できる

①
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実フィールドでの活用事例 １

《実作業における本システムの活用事例（ヒアリング調査等より）》

 道路管理者として

• 散布車の走行速度を確認し、適正な速度で走行しているか確認

→ 散布車の効率的運用のための判断材料として活用

• 警察からの散布要望や問合せがあった場合に散布状況や散布
履歴を確認、必要に応じて除雪工事請負業者へ指示

→ 問合せ等に対して迅速な回答ができる

除雪工事請負業者に迅速かつ適切な指示ができる
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実フィールドでの活用事例 ２

 除雪工事請負業者として

• 指示どおりに散布されているか、散布状況や散布履歴を確認

→ 必要な箇所に必要な量を散布できたか確認できる

警察等からの問い合わせに迅速な回答ができる

散布履歴を参考にして散布日報を作成

《実作業における本システムの活用事例（ヒアリング調査等より）》

• 散布履歴を参考にして散布日報を作成
→ 過去の散布状況を詳細に確認できる

• ３路線を１台の散布車で対応しているため、散布車の出動にあ
たり、除雪トラックの位置を確認して最も効率の良い区間に出
動させた
→ 効率よく散布作業ができ、散布車の待機時間が少なく

なった
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システム適用にあたって １

《本システム適用にあたっての留意点》

 本システムは、除雪機械の位置・作業情報を収集・蓄積する基幹システム
上のマネジメント機能のひとつとして開発したもので、リアルタイムに情報
収集するシステム構成になっています。

 データベースを構築するサーバが必要です。

 地図の基幹情報として、各地方整備局道路部門で作成しているＤＲＭ
（Digital Road Map）が必要です。
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 背景地図として、必要な情報を網羅した数値地図が必要です。

 ＧＰＳによる位置情報及び散布設定情報の取得が可能な車載端末が必要
です。

 車載端末で収集したデータをサーバへ受け渡す通信環境（民間データ通
信等）が必要です。

 適用にあたっては、機械台数や利用者数に応じた適正な規模のサーバシ
ステムの検討、取得情報の内容やリアルタイム通信の必要性を検討した
上での車載端末の仕様決定など、十分な検討が必要です。

システム適用にあたって ２

《概略費用》

 イニシャルコスト

• 車載端末 動作確認は（株）日本除雪機製作所製の散布車（湿式）のみ

（平１０以前の散布車は散布情報の抽出が不可能）

平１０～平１９の散布車（湿式） ９５万円/台（車両の改良含む）

平２０以降の散布車（湿式） ６５万円/台（車両の改良含む）

あくまでも一導入事例を参考にした目安です。

使用環境・内容等で大きく変わるため、具体的には業
務等による十分な検討が必要です。

• サーバリース料（ウェブサーバとデータベースサーバの２台構成と仮定）

１４万円/月・台×２台×１２ヶ月＝３３６万円/年

 ランニングコスト

• 通信料（車両～民間基地局） １．５万円/ 年・台

• 専用回線料（民間基地局～サーバ間） ５万円/月×１２ヶ月＝６０万円/年

• 車載端末等点検費用 １．５万円/ 年・台
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システム適用にあたって ３

《プログラム》

 凍結防止剤散布車散布情報収集・管理プログラム

（プログラム著作物登録 P第10047号‐1）

（独）土木研究所寒地土木研究所 寒地機械技術チーム
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まとめ

 除雪機械の位置・作業情報を収集・蓄積する基幹システム上で機
能し、詳細な散布情報（散布位置・散布量等）を収集・管理する、凍
結防止剤散布車散布情報収集・管理システムを開発しました。

 本システムにより、凍結防止剤散布情報の効率的な収集・管理が
可能となり、散布作業における施工管理の向上に寄与できます。

 本システムで収集・蓄積された詳細な散布情報は、適正な散布作
業の指標を検討する上での基礎データとして活用できます。

 本システムが、効率的な散布作業の実施に貢献できれば幸いです。
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ご清聴ありがとうございました
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